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論  文  内  容  の  要  旨  








子どもの名前をめぐる論争（命名論争）の社会的背景を解明する。理論面では S. Liebersonの social taste論の枠組
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論文審査の結果の要旨 
本論文は、日本社会における命名を取り上げ、名前の流行の実態とその受容のあり方を理論的にまた実証的に解明
するものである。 
 マクロな名前の流行のメカニズムについては、リーバーソンのsocial taste論を中心にすえ、レヴィ＝ストロース
によって、名前の集団内での機能を論じる。そして、命名に対する制約を制度的次元、社会規範の次元、文化的次元
の３つ次元として再定義する。さらに社会規範の次元ではコールマンを、文化的次元ではブルデューの議論を用いて、
差異化、同化、社会規範、文化資本の諸概念を織り込んだ体系的な説明図式が精緻に構成されている。 
 実証的な分析においては、命名ランキングの変動の分析から、男性名と女性名のそれぞれのこの100年間の変動が詳
細に記述され、平成初頭には大きな変動があったが、近年は安定的な局面を迎えており、名前の多様化という現象は、
ランキングにおいては見られないことが示される。また、インターネットによる調査を実施し、コンジョイント分析
の結果から、人々は他の情報が一切なくても名前だけによって、その人の階層を判断することが日本で初めて明らか
にされ、ごく最近のはやりの名前、読みにくい名前、性別が分からない名前は低く判断されるとともに、昔にはやっ
た名前や性別がはっきりと分かる名前も低く判断されることが明らかになった。このように日本社会全体で共有され
ている命名体系が存在することとともに、social tasteの異なる下位集団もまた存在することが示唆される。それは、
性別や年齢、学歴などによって、昭和の半ばから後期にかけてはやった名前、漢字を辞典に載っている読み方で使う
名前、男女のどちらか一方の性にしか使わない名前を高く評価する程度が異なるからである。さらに規範意識や文化
資本を測定し、それらと主観的な階層判断の高低に関連があることを示す。 
これらの分析から、日本社会において、命名に対して考え方が異なる何らかの下位集団は存在するが、それは性別
や年齢などで単純に切り分けられる集団ではなく、さらに細かく分けられると考えられる。日本社会には多様な下位
集団があり、それぞれが独自の命名体系を有しており、それ故に社会においては、複数の命名体系がある。似た属性
を持ち、接触頻度が高い集団内であってもそれぞれの構成員が有しているsocial tasteは少しずつ異なるため、名前
の話題になると論争に発展する場合がある。また、社会規範の次元と文化的次元が下位集団ごとに異なっていること
から、全体社会の法的な命名規則の枠内で、工夫を凝らす差異化や集団内の命名規範への同化が命名行為とそれに対
する意識を形作ると論じられている。このように、日本社会の法制度の中で、性別や年齢、さらに細かい要因よって、
また共同体規範の内面化の程度、文化資本によって異なるsocial tasteを生み出しているために、命名論争が生じる
のである。 
 名前については、メディアで取り上げられたり、研究者が部分的に論評することは、近年しばしばみられているが、
日本の社会学の研究で、名前を正面から取り上げ、体系的に論じた研究は、本研究が初めてである。海外の研究や法
学や人類学、民俗学などの研究など、幅広く先行研究をとりあげて検討し、またメディアで取り上げられるような言
説にも触れ、それらを体系的に整理した点、社会学の概念を用いた一貫した枠組みを作り上げている点、日本の命名
論争を理論的に分析し、なおかつ調査データを計量的に分析し、social tasteの存在を明らかにした点は、本研究の
大きな意義である。 
以上により、本論文は、博士（人間科学）の学位授与にふさわしいと判断された。 
 
 
 
